安藤信廣先生を送る by 今井 久代
−3−
安藤信廣先生を送る
　
安藤信廣先生は一九九五年に東京女子大学に着任された。ご専門は中国古典文学、なかでも庾信など、六朝時
代の詩人である。　
私が本学に着任することになったとき、鉄野昌弘先生（安藤信廣先生と一緒に本学に着任されたが、二〇一三
年度より東京大学に異同された）が、本学の日本文学科の大きな特徴として、スタッフの一員に中国古典文学の専門家が居て、しっかりと学べる点を誇らかに挙げられていたのを思い出す。私が専門とする平安時代の文学では、 当時一番尊ばれた文学（知）は漢文学である に、 高校生レベルで知識が止まっていて、 とても情けなく思っていた（独学ではなかなか進まないのである。 「先達はあ まほしきものなり」である）私は、自然と中国文学を学べる本学のカリキュラムをうらやましく思ったのであった。　
安藤先生は、一九九五年の以前からすでに非常勤という形で本学の教育 ご協力下さっていたとのことだが、
伊藤虎丸先生のあとに着任されてからは、日本語と日本文学にとってとても重要な「中国文学（漢文学） 」の領域を、その広く豊かな 識で、ほぼお一人で担って来られた。中国現代文学だけは下出鉄男先生 ご担当下さるものの、それ以外の長い中国文学・文化の伝統 それこそ「中国四千年」の厚みをお一人で教授されるというのは、本当に並大抵のことではない。先生は三年次演習の説明会で、 「友人からは笑われるけれども」とやや自嘲気味に紹介なさっていたが、まったく「無茶ぶり」としか言 ようのない広い蓄積を 学生の関心に応じ、実に的確に教授なさっておられた である。また先生 授業の魅力は、日本文学にも造詣が深く らっしゃって、さまざまに日本文学へ 影響についても言及なさるこ あ た。とりわけ六朝文学か の影響が深い『万葉集』 ついては諳んじていらっしゃり、自在にお話しに る。 た忘れが いのは、二〇〇八年まで行われていた学科旅行で一度ご一緒した際に、法隆寺の建築様式 ど 中国文化 影響 絡めながらさまざまに学 にお
−4−
話しなさっていたお姿で、私も学生と一緒になって「なるほど」と聞き入っていたのであった。特に、平城京の博物館であったか、宮城の説明のパネルの前で、 『懐風藻』の大津皇子の臨終詩「金烏臨西舎，鼓聲催短命。泉路無賓主，此夕離家向」を諳んじられたあと、 「鼓聲、短命ヲ催ス」の太鼓の音は先日飛鳥 見た「水時計」で量った時を告げる音で、暦（時刻）という先進 文化を取り入れたからこそ持ち得た感慨なのだとお話しになったのを、思い出す。先進の文化 取り入れた日本人の意識がどう変わったのかに、いろいろと思いを馳せるきっかけを与えて下さったひと言であった。　
さて、安藤先生はこのように日本文学科（二〇〇九年からは日本文学専攻）の教育にさまざま尽くして下さっ
たばかりでなく、本学全体に関わるお仕事にもずっ 携わって来られた。学部長補佐を経て、二〇一一年からの四年間は学部長をお勤めになった。時代の大きな変化のなかで、東京女子大学がどのように伝統を受け継いで未来につない ゆ かの、難しい舵取りを担う側に立たれたので る。ここ十数年の状況は、リベラルアーツ、女子教育を標榜する本学にとってはかなり厳しいものがあった。特に人文学（文学部）という学問分野に逆風といってよい状況で、さまざまに痛みを伴う変革を余儀なくされるなか 丸と 進んで来られた には、歴代の学長のご尽力はむろんのこ 、温厚 がら胆力の備わった安藤 部長 ご存在に帰する ころも大きかったように思う。少なくとも私はそうだった。そして安藤先生 心を砕か 東京女子大学の次な 変革が、二〇一八年よりスタートする。　
安藤先生は本年度を以て本来はご退官であるのだが、そのお人柄に甘え、もう少しお残り頂き、変革をお支え
頂くこととな 。特任教授というお立場に 業務外であるのだが、二〇一八年に刊行予定の百周年誌の編纂にも、最後までご尽力下さるとのことである。本当にすみませんが、どうぞ最後までよろしくご指導ご鞭撻くださいませ。よろしくお願い申し上げます。
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